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「
令
和
時
代
へ
」

平
成
の
御
世
か
ら
令
和
の
御
世
へ
と
元
号
が
変
わ
る

と
、
不
思
議
な
も
の
で
気
持
ち
ま
で
も
が
新
し
く
な
っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
の
元
号
は
万
葉
集
の
「
初
春

は
つ
は
る

の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ぎ
、
梅
は
鏡
前
の
粉
を

れ
い
げ
つ

き

よ

か
ぜ
や
わ
ら

き
ょ
う
ぜ
ん

披
き
、
蘭
は
珮
後
の
香
を
薫
ら
す
」
と
い
う
「
梅
花
の

ひ
ら

ら
ん

は

い

ご

こ
う

か
お

歌
」
が
出
典
で
あ
る
と
さ
れ
、
安
倍
総
理
は
こ
の
新
元

号
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

(

悠
久
の
歴
史
と
香
り
高
き
文
化
、
四
季
折
々
の
美

し
い
自
然
、
こ
う
し
た
日
本
の
国
柄
を
し
っ
か
り
と
次

の
時
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
、
厳
し
い
寒
さ
の
後
に

春
の
訪
れ
を
告
げ
、
見
事
に
咲
き
誇
る
梅
の
花
の
よ
う

に
一
人
一
人
の
日
本
人
が
明
日
へ
の
希
望
と

と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
大
き
く
咲
か
せ
る

こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
し
た
日
本
で
あ
り
た

い
と
の
願
い
を
込
め
、
令
和
に
決
定
致
し
ま

し
た)

こ
の
よ
う
に
日
本
人
は
古
か
ら
移
ろ
い
ゆ
く
自
然
と

と
も
に
生
き
、
変
わ
り
ゆ
く
季
節
の
中
で
喜
び
や
希
望

を
見
出
し
て
き
ま
し
た
。
時
代
が
変
わ
る
と
社
会
構
造

や
イ
ン
フ
ラ
も
変
化
し
ま
す
が
、
日
本
人
が
持
つ
こ
の

心
性
は
、
現
代
に
な
っ
て
も
何
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

歩
く
こ
と
し
か
移
動
手
段
が
な
か
っ
た
時
代
か
ら
、
馬

や
帆
船
な
ど
の
自
然
が
持
つ
力
を
利
用
で
き
る
時
代
へ

移
り
、
そ
し
て
化
石
燃
料
に
よ
る
産
業
革
命
に
よ
っ
て

一
気
に
人
々
の
生
活
は
変
化
し
ま
し
た
。
そ
し
て
現
代

に
な
り
、
ロ
ケ
ッ
ト
や
電
子
デ
ー
タ
ー
が
世
界
中
を
飛

び
回
り
、
人
の
移
動
や
情
報
伝
達
速
度
は
想
像
を
超
え

た
ス
ピ
ー
ド
で
私
た
ち
の
周
り
を
駆
け
巡
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
令
和
時
代
と
な
る
わ
け
で
す
が
、
人
が

持
つ
感
情
や
情
緒
的
思
考
は
古
代
か
ら
何
ら
変
わ
ら
な

い
の
で
す
。
花
を
愛
で
て
美
し
い
と
思
う
気
持
ち
は
、

対
象
と
な
る
花
が
梅
か
ら
桜
に
変
化
し
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
令
和
の
時
代
に
な
っ
て
も
同
じ
で
す
。

春
の
訪
れ
を
感
じ
て
花
の
下
で
小
さ
な
幸
せ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
万
葉
の
時
代
と
変
わ
ら
ぬ
令

和
時
代
な
の
で
す
。
古
代
か
ら
精
神
障
害
者
と
共
存
し

て
き
た
日
本
社
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
知
恵
を

出
し
合
い
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
精
神
障
害
者
と
共
に
生

き
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
病
気
や
障
害
の
概
念
は
時
代

と
と
も
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
令
和
時

代
に
は
人
工
知
能
が
ま
す
ま
す
我
々
の
生
活
を
変
え
て

い
く
で
し
ょ
う
。
遺
伝
子
研
究
や
再
生
医
療
な
ど
を
利

用
し
て
病
気
に
対
す
る
新
し
い
武
器
も
手
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
時
代
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
時
代
に
な
っ
て
も
、
人
が
人
に

寄
せ
る
思
い
は
古
代
と
変
わ
る
こ
と
が
な
い
は
ず
で
す
。

精
神
科
医
療
に
お
い
て
も
こ
の
変
わ
ら
な
い
心
を
大
切

に
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

神
戸
市
須
磨
浦
公
園
に
て

撮
影

森
村

安
史
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禁煙のお知らせ

ご来院およびご入院の皆様へ

当院は、受動喫煙対策義務を定めた健康増進法を受け2019年7月1日より

「 駐車場を含む病院敷地内全面禁煙 」としました。

ご来院・ご入院される皆様には、病院周辺においてもマナーをお守りいただき

病院敷地内全面禁煙へのご理解とご協力をお願いいたします。

大村病院 院長 山下 雅也
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こ
ん
に
ち
は
。

本
年
四
月
か
ら
当
院
に
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
、
髙
平
一
成

と
申
し
ま
す
。
尼
崎
の
出
身
で
、

三
月
ま
で
和
歌
山
の
病
院
で
働
い

て
い
ま
し
た
。

入
職
当
初
は
右
も
左
も
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆
様
の
手
厚

い
ご
指
導
の
下
、
お
か
げ
さ
ま
で

よ
う
や
く
業
務
に
も
慣
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

私
は
元
々
、
大
阪
で
鍼
灸
師
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
東
ア
ジ
ア
に

魅
せ
ら
れ
、
韓
国
は
大
邱(

テ
グ
）

の
慶
北
大
学
校
医
学
科
を
卒
業
し

ま
し
た
。

医
学
を
朝
鮮
語
で
修
め
る
こ
と

は
大
変
で
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に

日
本
人
が
い
な
い
環
境
で
、
現
地

の
人
々
と
親
交
を
深
め
な
が
ら
何

物
に
も
代
え
が
た
い
経
験
を
積
め

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

当
科
で
は
、
診
断
や
症
状
だ
け

で
な
く
、
様
々
な
背
景
か
ら
「
人

を
診
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。
人

よ
り
も
遅
く
医
師
に
な
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
分
こ
れ
ま
で
の
人
生

経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
患
者
さ

ま
を
理
解
し
、
苦
痛
に
寄
り
添
え

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
患
者
さ
ま
の
社
会
復
帰

や
在
宅
医
療
が
一
層
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
患
者
さ
ま
の
自
立
支

援
や
病
院
運
営
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
日
々
精
進
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。医

師

髙
平

一
成

職
員
紹
介
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訪問看護ステーション あぷい
訪問看護ステーション「あぷい」は、当院に通院されている方、また、当院を退院後、他の診療所に通

院されている方の地域生活におけるサポートシステムのひとつです。

目的として、その人らしく生活できるよう、生活の質を高めながら安心して地域で生活できるよう支援し、

サポートすることです。

退院後の切れ目ない支援において、訪問看護は非常に重要な役割を果たしています。

退院後、病状が不安定になりやすい、家族の支援が十分でない、人と上手く話したり付き合うことが苦

手、生活リズムが上手く出来ないなど、様々な理由で病状が悪化しやすい方を対象とし、経験豊富な看護

師が直接自宅にお伺いして、精神状態の把握や服薬確認、指導を行い病状の悪化を防ぐ支援を行っていま

す。

また、必要に応じて受診調整も行い、ご家族の悩み事に対しての助言や、地域で生活していくための生

活相談や社会資源の紹介も行っています。

利用される方々が、家族や地域社会の中で、その人らしく生き生きと、いっそう快適な生活が送れるこ

とを目指しています。

初診予約のご案内

当院を初めて受診される患者様、ご家族様、当院を初めて受診されてから時間の経過した患者様、

セカンドオピニオンを希望される患者様は、まずは当院へご連絡ください。

連絡先 ０７９４－８２－１１３２ （受付時間 平日 ８：３０～１７：００）
随時、当日もお受けする場合がございます。

《 医療機関の皆さまへ 》

他医療機関からの受診依頼・入院・転院などのお問合せにつきましても、上記連絡先よりご連絡を

お願い申し上げます。受診に際して出来る限り紹介状をご用意頂けますよう宜しくお願い申し上げます。

《 行政機関の皆さまへ 》

行政機関を通しての当院への受診依頼、入院の受け入れ等につきましても、まずはお電話を宜しく

お願いいたします。尚、お問合せにつきましては、地域連携室もございますので、上記連絡先より地域

連携室へご連絡ください。

当院の診察時間は、基本的には平日９：３０～１２：００となります。初診時に担当した医師が主治

医となります。精神症状が重度な場合や緊急性を要する場合には、随時、当日や午後にもお引き受けす

ることがございますので、ご相談ください。
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大村病院基本理念

私たちは

１医療を行うに当たり「ヒポクラテスの誓い」を、行

動の倫理的基盤とし、常に自らの行為が「誓い」の

精神にかなうように努めます。

２慈愛に満ちた良質な医療を提供するために、専門職

業人としての能力を研鑽するように努めます。

３患者さま個人の尊厳に重きをおき、人権に配慮され

た親切で丁寧な対応をするように努めます。

４医療を通して地域社会に貢献し、人々の健康維持、

増進に寄与するように努めます。

小野市の中央に位置する広大な土地に共進牧場が

あります。元は牛舎だった建物を改造して作ったレ

ストランです。牧場でジャージー牛を見た後は新鮮

なミルクやソフトクリームが食べられます。

特にソフトクリームは、休日には行列が出来るほ

どの人気商品です。

その他バーベキューなども人気です。

住所 兵庫県小野市浄谷町1544

電話 0794-63-7497

営業時間 10:00～17:00

お出 かけ ス ポッ ト

共 進牧 場 ミ ルカ ー ズ

●
編
集
後
記

酒
米
で
有
名
な
山
田
錦
は
、

全
国
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

生
産
量
ト
ッ
プ
が
こ
こ
兵
庫
県

三
木
市
で
す
。
最
も
質
の
高
い

「
特
上
」
の
等
級
を
持
つ
山
田

錦
は
、
こ
こ
の
み
で
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
酒
の
種
類
や

銘
柄
は
、
沢
山
あ
り
ま
す
が
、

硬
度
の
高
い
水
と
上
質
な
酒
米

が
取
れ
る
所
が
身
近
に
あ
り
ま

す
。ぜ

ひ
原
料
や
産
地
に
も
注
目

し
て
日
本
酒
を
味
わ
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

樹
光
第
二
十
六
号
担
当
者
一
同

関連病院・施設等

デイケアセンターみちしば
〒673-0404 兵庫県三木市大村200番地

電話：0794-82-1132 Fax:0794-83-5739

就労継続支援B型 こもれび
〒673-0404 兵庫県三木市大村1074番地190

電話：0794-70-7115 Fax:0794-82-2173

グループホーム こもれび
〒673-0404 兵庫県三木市大村1074番地190
電話&Fax：0794-82-2173

グループホーム ひかり
〒673-0404 兵庫県三木市大村1074番地223

電話&Fax：0794-82-2173

訪問看護ステーション あぷい
〒673-0404 兵庫県三木市大村200番地

電話&Fax:0794-83-6624

あぷい 居宅介護支援事業所
〒673-0404 兵庫県三木市大村200番地

電話：0794-82-2726 Fax:0794-83-6624

小野市障がい者地域生活・相談支援センター
〒675-1380 兵庫県小野市王子町801

福祉総合支援センター内

電話:0794-63-1000 Fax:0794-63-1019

一般財団法人仁明会 仁明会病院
〒662-0001 兵庫県西宮市甲山町53－20
電話：0798-71-3001 Fax:0798-72-6004

医療法人財団樹徳会 上ヶ原病院
〒662-0884 兵庫県西宮市上ヶ原十番町1-85

電話:0798-52-2001 Fax:0798-54-5176

医療法人樹光会 大村病院

〒673-0404 兵庫県三木市大村200番地

電話:0794-82-1132 FAX:0794-83-5739

http：//www.ohmura-hp.net/
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